（様式１）

参　加　表　明　書

（業務名）５－８市単公下計（委）第１号下水道全体計画及び事業計画改定業務委託

標記業務について、参加申込に係る関係書類を提出します。

年　　月　　日

つくば市長　五　十　嵐　立　青　　宛て


（代表者）住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　　　印


（担当者）部署名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail




（様式２）
資格要件に係る申立書

年　　月　　日

つくば市長　五　十　嵐　立　青　　宛て

所　　　　在
商号又は名称
代   表   者

　「５－８市単公下計（委）第１号下水道全体計画及び事業計画改定業務委託」に係る公募型プロポーザル方式実施要領に示される下記の要件を、全て満たす者であることを申し立てます。

記

（1）地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４第１項に規定する者に該当しないこと。
（2）地方自治法施行令第167条の４第２項の規定に基づくつくば市の入札参加の制限を受けていないこと。
（3）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条２号に規定する暴力団でなく、かつ、その役員が茨城県暴力団排除条例（平成22年茨城県条例第36号）第２条第３号に規定する暴力団員等でないこと。
（4）契約締結の日までの間において、茨城県建設工事等請負業者指名停止措置要領（平成６年７月14日付け監第692号）、茨城県物品調達等登録業者指名停止基準又はつくば市入札参加指名停止等措置要綱（平成６年つくば市告示第15号）に基づく指名停止等の措置を受けていないこと。
（5）会社更生法（平成14年法律第154号）に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生法（平成11年法律第225号）に基づく再生手続開始の申立てをしていないこと。ただし、申立てをしている場合であっても、更生手続開始後又は再生計画認可の決定が確定した後につくば市が一般競争入札参加資格の再認定をしたときは、この限りでない。
（6）市税、都道府県税、所得税、法人税及び消費税について未納がないこと。
(7)建設コンサルタント登録規定（昭和52年建設省告示第717号）第２条の規定による登録で「下水道部門」の登録を受けていること。
(8)管理技術者及び照査技術者は次の（ア）～（エ）に掲げる要件、担当技術者は次の（イ）～（エ）に掲げる要件、を全て満たすものを配置すること。
　　（ア）技術士法（昭和58年法律第25号）第２条第１項の規定による技術士で、同法第32条第１項の規定による「総合技術監理部門/上下水道-下水道」の登録を受けていること。
　　（イ）技術士法（昭和58年法律第25号）第２条第１項の規定による技術士で、同法第32条第１項の規定による「上下水道部門/下水道」の登録を受けていること。
　　（ウ）技術者として、次に掲げる全ての業務の実績があること。
　　　　　①汚水及び雨水を含む下水道全体計画策定又は改定業務
　　　　　②汚水及び雨水を含む下水道事業計画策定又は改定業務
　　（エ）３か月以上継続して雇用している者であること。
(8)過去５年以内に地方公共団体若しくは地方公営企業と元請けとして下水道計画業務を契約し、履行した実績を有していること。（再委託による業務の実施は含まない。）
以上





























（様式３）
参加表明者（企業）業務実績書

※業務実績ごとに作成すること（最大３件）
	⑤同種業務実績

	業務分類
	業務名
	発注機関
	履行機関

	




	

TECRIS登録番号：
	
	

	【業務内容】※同種業務であることが分かるように記載すること。























注１：業務分類には、別紙実施要領「３　参加資格（７）」において定義した「同種業務」を記載すること。
注２：業務実績に記載した業務がTECRISに登録されていない場合は、「契約書の写し」等の事業実施状況がわかる資料を提出すること。

　（様式４）
業　務　実　施　体　制　調　書

	役割
	所属・役職
	氏名

	管理
技術者
	


	

	主任
技術者
	


	

	担当
技術者
	


	

	
	


	


※管理技術者１名、照査技術者１名、担当技術者１名以上記入すること。
※配置を予定している技術者について記入すること。












（様式５）
担当者業務実績調書
※管理技術者１名、照査技術者１名、担当技術者１名以上の業務実績をそれぞれ記入すること。
※１名ごとに作成すること。
	①氏名 (ふりがな)


	②役割　　　　　　　
管理技術者・照査技術者・担当技術者（該当に〇）

	③担当業務




	④有資格




	⑤同種業務実績

	業務分類
	業務名
	発注機関
	履行機関

	


	
TECRIS登録番号：
	
	

	【業務概要】






注１：業務分類には、別紙実施要領「３　参加資格（７）」において定義した「同種業務」を記載すること。
注２：業務実績に記載した業務がTECRISに登録されていない場合は、「契約書の写し」及び「実施体制図」等の事業実施状況や担当者の業務参加状況がわかる資料を提出すること。

（様式６）
参加表明に係る質問書

年　　月　　日

つくば市長　五　十　嵐　立　青　　宛て

所　　　　在
商号又は名称
担当者名



　「５－８市単公下計（委）第１号下水道全体計画及び事業計画改定業務委託」に係る公募型プロポーザル方式において、参加表明に係る質問事項がありますので提出します。


	質問項目

	１


２


３






注１：記入欄及び質問書は、質問数に合わせて適宜追加すること。



（様式７）

平成　　年　　月　　日

企　画　提　案　書

　つくば市長　　様


（代表者） 　　　　　　　　　　　　　　　　　
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称：　　　　　　　　　　　　　　　
代表者名：　　　　　　　　　　　　　　印

　下記業務について、企画提案書を提出します。


記

[bookmark: _Hlk142335382]１　業務名　　５－８市単公下計（委）第１号下水道全体計画及び事業計画改定業務委託
２　添付書類　各１部
３　企画提案書の審査結果にかかる連絡先等
	所在地
	


	担当部署
	


	担当者名
	

	電話番号
	

	E-Mail
	



（様式７）
商号又は名称）　　　　　　　　　　　　　　
	業務の実施方針

	【実施方針】



（様式７）
商号又は名称）　　　　　　　　　　　　　　
	（特定テーマ１）
つくば市は全国でもトップ20～30の膨大な下水道ストックを抱えており、今後、一斉に耐用年数を迎えることが予測されることから、改築・更新を見据えて管きょ断面、ポンプ規模を適切に計画する必要がある。
そこで、新技術を活用し、維持管理しやすく持続可能な管路や施設へどうやって転換するのか。また、厳しい財政状況の中で管路や施設の関連計画と連動させたコスト縮減策をどうするのか。

	





（様式７）
商号又は名称）　　　　　　　　　　　　　　
	（特定テーマ２）
つくば市では異常気象による大雨により、今まで経験のない量の雨天時浸入水が発生しており、ポンプ場が能力不足となってしまっている。
[bookmark: _GoBack]そこで、新技術を活用した雨天時浸入水発生源対策や補助活用などの財源確保策をどうするのか。また、制約が多い中での雨天時のバイパス機能や貯留機能向上、ソフト対策をどうするのか。

	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（様式８）

プレゼンテーション出席者報告書


　年　　月　　日

つくば市長  五　十　嵐　立　青　　宛て


（提出者） 住　　所
商号又は名称
代 表 者

　　　　　　　　　　 　（担当者） 部署名
　　　　　　　　　　　  　　　　　氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　
「５－８市単公下計（委）第１号下水道全体計画及び事業計画改定業務委託」の企画提案に係るプレゼンテーションについて、出席者は下記のとおりです。

記

	役　職　名
	氏　名

	
	

	
	





（当日の緊急連絡先）

氏名：　　　　　　　　　　　　　　携帯電話番号：　　　　　　　　　　　

（様式９）

企画提案に係る質問書

年　　月　　日

つくば市長　五　十　嵐　立　青　　宛て

所　　　　在
商号又は名称
担当者名


　「５－８市単公下計（委）第１号下水道全体計画及び事業計画改定業務委託」に係る公募型プロポーザル方式において、企画提案に係る質問事項がありますので提出します。


	質　　　問　　　事　　　項

	１　


２　


３　




注１：記入欄及び質問書は、質問数に合わせて適宜追加すること。

